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中国農業金融改革が動き始めた 
 

昨年11月当社主催の第7回日中農業セミナ―を北京で開催したが、その折の銀行業監督管理委員会、
国務院幹部等との面談によると、いよいよ中国農業金融改革が動き始めたようである。中国政府は
WTO加盟後の重要課題は、いわゆる「三農問題」（農業、農村、農業者）であるとしてこれまで全
人代活動報告等を通じて農業構造改革、農業者の収入増大策、農業金融改革の必要性を強く表明し
てきた。とくに農業金融に関しては、中国農業銀行が商業銀行化して企業融資に傾斜する中で、現
在では「農村信用社」が唯一の農業向け金融機関となっており、その組織、経営の改革が喫緊の課
題とされていたが、これまで問題山積みで方向性が固まらないまま来ていた。しかし昨年6月に国務
院から「農村信用社改革の深化試験に関する通知」が発出され、浙江省、山東省、陝西省、等7省 
1市においてやっと具体的改革が開始された。これには2000年8月から江蘇省においてモデル的に実
施した改革が所有制の明確化、経営規模の拡大、経営効率化等でかなり効果をあげていることが大
きい。 
現在農村信用社は全国に3万5千社あり、預金量は2兆3千億元、融資量は1兆7千億元でそれぞれ全
金融機関の1割強のシェアを占めているが、1社当たりにすればそれぞれ0.6億元、0.5億元に過ぎずそ
の規模は極めて零細である。また、協同組織金融機関ではあるが、その歴史的経緯から農業者には
「自らの組織」との意識が薄く管理体制、財務内容とも弱体である。 
今回の改革のポイントは3点ある。まず第1点は農村信用社の所有制の改革である。各地域の実情
に応じて①株式制農村商業銀行への転換②株式制農村合作銀行（農家株主による経営管理機能保持）
への転換③合併による県単位信用社への大型化④現状維持の中から選択できることとした。第2点は
管理体制の改革である。農村信用社は1996年に中国農業銀行の下部組織から独立したため中国人民
銀行の直接管理監督下にあった。昨年4月に銀行業監督管理委員会が人民銀行から分離され、農村信
用社はひきつづき対象とされたが、委員会は農村信用社の管理監督に関し省政府に対して相当部分
の権限委譲を行い一定の管理責任を負わせることとした。第3点は不良債権処理と債務超過の解消で
ある。農村信用社の不良債権比率は40％を超えるといわれ、また半数以上が実質債務超過に陥って
いるといわれている。郷鎮企業への融資不良化と政府関与のインフレスライド預金の吸収が主因と
みられているが、この処理がなされない限り改革は進まない。今回実験地域の農村信用社に対し、
実質債務超過の1／2を中央政府（人民銀行）が負担し、残りは省政府と自己努力で補填させること
とした。中央政府負担は手形発行方式で行い、今後の自己資本増強、収益性向上、効率化の状況を
みて決済することとされた。 
いずれにしてもやっと中央政府の財政負担を含む改革がスタートしたことは評価できる。また人
民銀行原資による農村信用社の農家向け貸出が大幅に伸長していることも心強い。しかし、真の改
革には何よりも経営管理者の責任意識と農業者の協同意識の向上が必要であり、今後の動向を期待
をもって注目したい。 
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